
第７回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

令和７年武道振興大会

相撲の塵手水（ちりちょうず）を体験

江渡聡徳武道議員連盟会長の挨拶
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ニュース　全日本学生柔道優勝大会

河野義博武道議員連盟副会長・理事長（左）は武道振興の要望を盛り込んだ決議文を武部新文部科学副大臣に手渡す河野義博武道議員連盟副会長・理事長（左）は武道振興の要望を盛り込んだ決議文を武部新文部科学副大臣に手渡す

令和７年武道振興大会令和７年武道振興大会
さらなる武道の振興発展へさらなる武道の振興発展へ

注目ニュース
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令
和
７
年
武
道
振
興
大
会
が
３
月

　

令
和
７
年
武
道
振
興
大
会
が
３
月

５
日
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
の

５
日
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
の

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
行
わ
れ
、

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
行
わ
れ
、

国
会
議
員
や
武
道
関
係
者

国
会
議
員
や
武
道
関
係
者
202202
名
が
出

名
が
出

席
し
た
。

席
し
た
。

　

武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図

　

武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
武
道
振
興
諸
施
策
実

ら
れ
る
よ
う
、
武
道
振
興
諸
施
策
実

施
に
つ
い
て
の
決
議
文
を
採
択
し
、

施
に
つ
い
て
の
決
議
文
を
採
択
し
、

河河か
わ
か
わ

野野のの

義義よ
し
よ
し

博博ひ
ろ
ひ
ろ

武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・

武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・

理
事
長
か
ら

理
事
長
か
ら
武武た

け
た
け

部部べ
あ
べ
あ

新新ら
た
ら
た

文
部
科
学
副
大

文
部
科
学
副
大

臣
へ
手
渡
さ
れ
た
。

臣
へ
手
渡
さ
れ
た
。

※
詳
細
は
、
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（

※
詳
細
は
、
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
116116

ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

河野副会長・理事長が大会決議を読み上げた河野副会長・理事長が大会決議を読み上げた
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令
和
７
年
武
道
振
興
大
会
が
武
道
議
員

連
盟
、
日
本
武
道
協
議
会
、
日
本
武
道
館

の
共
催
で
３
月
５
日
、
永
田
町
の
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
国
会
議

員
・
武
道
関
係
者
202
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。
大
会
で
は
、
中
学
校
武
道
授
業

が
充
実
す
る
よ
う
教
員
養
成
大
学
で
武
道

を
必
修
化
す
る
こ
と
な
ど
、
武
道
振
興
発

展
の
た
め
の
７
項
目
を
要
望
す
る
大
会
決

議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
河
野
義
博

武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理
事
長
か
ら
武

部
新
文
部
科
学
副
大
臣
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

吉
川
英
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事

務
局
長
が
司
会
を
務
め
、
高
村
正
大
武
道

議
員
連
盟
事
務
局
次
長
の
開
会
宣
言
で
大

会
が
始
ま
っ
た
。

　

主
催
３
団
体
を
代
表
し
て
江
渡
聡
徳
武

道
議
員
連
盟
会
長
が
「
私
た
ち
武
道
議
員

連
盟
は
皆
様
方
と
と
も
に
武
道
の
振
興
普

及
を
は
か
る
た
め
に
、
日
々
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
目
的
は
『
国
家
百
年
の
計
』
で
す
。

武
道
を
通
じ
て
少
年
少
女
が
逞
た
く
ま

し
く
成
長

し
、
社
会
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
、
社

会
全
体
を
良
く
し
立
派
な
国
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
致
団
結
し

て
武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
国
内
外
に
広
く

令和７年武道振興大会令和７年武道振興大会
中学校武道授業の充実を要望中学校武道授業の充実を要望

決議文を読み上げる河野副会長・理事長 武部文科副大臣（右）の退席時、高村会長と握手を交わした

河野副会長・理事長（左）は武部文科副大臣に決議文を手渡した河野副会長・理事長（左）は武部文科副大臣に決議文を手渡した
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壇上で主催者挨拶をする高村会長

て
、
武
部
文
科
副
大
臣
が
「
武
道
は
歴
史

と
伝
統
に
培
わ
れ
た
世
界
に
誇
る
日
本
文

化
で
あ
り
、
心
身
の
鍛
錬
に
よ
り
人
格
を

磨
き
、
礼
節
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
な

ど
、
豊
か
な
人
間
形
成
に
資
す
る
も
の
で

す
。
今
日
、
武
道
が
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
ま
で
活
動
の
幅
を

広
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
皆
様
の
長
年

に
わ
た
る
努
力
の
賜た
ま

物も
の

で
す
。
文
部
科
学

省
と
し
ま
し
て
も
学
校
で
の
多
様
な
武
道

種
目
の
実
施
を
支
援
す
る
な
ど
、
武
道
の

よ
り
一
層
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
石
破
茂

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
文
を
司
会
の
吉
川

日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
が
代

読
し
た
。

　

次
に
９
道
武
道
団
体
の
代
表
者
が
挨
拶

に
立
ち
、
現
在
の
活
動
状
況
と
今
後
の
抱

負
を
述
べ
た
。

　

挨
拶
後
は
川
端
達
夫
日
本
武
道
協
議

会
・
日
本
武
道
館
理
事
長
が
乾
杯
の
発
声

を
行
い
懇
親
会
に
移
っ
た
。
各
道
関
係
者

は
食
事
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
同
志
ら

と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
武
道
振
興
に

向
け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
最
後
は
高
村

武
道
議
員
連
盟
事
務
局
次
長
が
閉
会
宣
言

を
行
い
、
大
会
は
終
了
し
た
。

江渡聡徳江渡聡徳
武道議員連盟会長武道議員連盟会長

川端達夫川端達夫
日本武道協議会・日本武道館理事長日本武道協議会・日本武道館理事長

高村正彦高村正彦
日本武道協議会・日本武道館会長日本武道協議会・日本武道館会長

高村正大高村正大
武道議員連盟事務局次長武道議員連盟事務局次長

伝
え
て
い
く
覚
悟
で
す
。
今
後
は
、
小
学

校
で
の
武
道
必
修
化
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
武
道
を
通
じ
た
よ

り
良
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
一
緒
に
汗
を
流
し
て
ま
り
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
高
村
正
彦
日
本
武
道
協
議
会
・
日

本
武
道
館
会
長
が
「
日
本
は
先
の
大
戦
に

敗
れ
、
占
領
下
で
は
武
道
が
禁
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
主
権
を
回
復
し
て
武
道
復
興

の
機
運
が
高
ま
り
、（
昭
和
39
年
の
）
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
契
機
に
国
会

で
『
武
道
の
大
殿
堂
』
建
設
が
全
会
一
致

で
決
ま
り
ま
し
た
。
中
学
校
武
道
必
修
化

等
に
よ
っ
て
武
道
振
興
の
仏
の
形
が
で
き

て
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
仏
に
魂
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
川
端
理
事
長
に
、

武
道
を
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
す
る
こ
と
を
相
談
し
ま
し
た
ら
、
賛
成

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
武
道
館
や

武
道
関
係
者
が
正
式
に
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
動
き
始

め
た
際
に
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
河
野
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理

事
長
が
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
る
と
満
場

の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
、
武
部
文
科

副
大
臣
に
決
議
文
が
手
渡
さ
れ
た
。
続
い
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武
部
文
部
科
学
副
大
臣
に
武
道
団
体
に

向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

「
私
自
身
も
小
学
校
３
年
生
か
ら
高
校
ま

で
剣
道
一
筋
で
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
武

道
と
は
親
し
く
、
生
活
の
一
部
で
す
。
文

部
科
学
省
と
し
ま
し
て
も
、
武
道
の
精
神

は
人
格
形
成
を
養
う
上
で
大
切
な
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
振
興
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

▼
文
部
科
学
省 

武
部
新
副
大
臣
が
武
道
界
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

川端理事長による乾杯

懇談する（左から）江渡会長・笹川堯全日本空手道連盟会長・高村会長

　

我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経

済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
は
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
、
価
値
観
の
多

様
化
も
相
俟
っ
て
、
行
動
規
範
や
善
悪
の
基
準
が
揺
ら
ぎ
、
明
る
い
国
家
、
社
会
の

将
来
を
見
通
す
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
武
技
に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
を
通
じ
て
人
格
を
磨
き
、

識
見
を
高
め
、
有
為
の
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
武
道
は
、
旺
盛
な
活

力
と
清
新
な
気
風
の
源
泉
と
し
て
日
本
人
の
人
格
形
成
に
少
な
か
ら
ざ
る
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

　

我
が
国
伝
統
の
武
道
の
普
及
奨
励
は
、
精
神
を
高
揚
し
、
質
実
剛
健
の
気
風
を
育

成
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
・
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
広
く
世
界
の
平
和
と
福

祉
に
貢
献
す
る
人
物
を
生
み
出
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
育
基

本
法
に
示
さ
れ
る
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国

と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与

す
る
態
度
を
養
う
」
と
い
う
目
的
と
も
合
致
す
る
。

　

よ
っ
て
、
我
々
は
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
左
記

事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

�

必
修
化
さ
れ
た
中
学
校
武
道
授
業
に
関
し
、
学
習
指
導
要
領
に
並
列
明
記
さ
れ

た
武
道
全
九
種
目
が
幅
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た
複

数
種
目
実
施
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二　

�
中
学
校
武
道
授
業
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条
件

整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。
特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成

大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校
教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し

て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有
段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が

　
　
　
　
　
　

決　

議

　
　
　
　
　
　

決　

議
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内
閣
総
理
大
臣
祝
辞

「
令
和
７
年
武
道
振
興
大
会
」
の
ご
盛
会
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

心
技
体
の
鍛
錬
を
通
し
て
人
格
を
磨
き
、
礼
儀
作
法
や
節
度
を
尊

重
し
、
決
し
て
な
い
が
し
ろ
に
し
な
い
姿
は
、
日
本
が
世
界
に
誇
る

伝
統
文
化
で
す
。

　

こ
の
激
動
期
の
世
界
が
よ
り
良
い
方
向
へ
大
き
く
進
む
に
は
武
道

で
培
っ
た
強
靭
な
精
神
と
強
固
な
意
志
の
持
ち
主
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
全
国
の
中
学
校
で
武
道
を
必
修
と
す
る
中
、
武

道
の
推
進
校
を
指
定
し
学
校
に
お
け
る
武
道
教
育
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
多
く
の
皆
様
に
武
道
を
通
じ
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

日
本
文
化
の
発
信
な
ど
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
本
日
ご
参
加
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　
　

令
和
7
年
3
月
5
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　

石
破　

茂　

実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導
者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、
処
遇
改
善
を

図
っ
て
、
指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体

育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者
講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の
協
力
を
得

て
、
実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た
っ
て
は
、
時
間
数
を
増
や
し
、
複
数
種
目

の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら
で
は
の
教
育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重

視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修

会
や
指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成
等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、

助
成
を
行
う
こ
と
。

三　

�

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践

研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法

研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

四　

�

武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
の
た
め
、
国
内
外
に
お
け
る
武
道
の
国
際
大
会
や
国

際
交
流
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る

武
道
授
業
の
内
容
充
実
に
向
け
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

五　

�

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府

県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の

設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

六　

�

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を

図
る
た
め
、
伝
統
流
派
の
活
動
の
成
果
を
認
め
、
文
化
財
保
護
法
に
、
我
が
国

が
世
界
に
誇
る
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武
道
の
文
化

財
指
定
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
長
官

表
彰
の
授
与
な
ど
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

七　

�

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
武
道
授
業
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
図
る
こ
と
。
全
国
の
武
道
館
及
び
町
道

場
に
つ
い
て
は
、
維
持
存
続
の
た
め
、
修
繕
・
新
築
に
関
す
る
助
成
金
の
支
出
、

賃
料
・
地
代
の
援
助
、
相
続
税
・
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催
す

る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

令
和
七
年
三
月
五
日
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ニュース　武道振興大会

◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
副
会
長

兼
専
務
理
事

「
柔
道
の
創
始
者
で
あ
る
嘉
納
治
五
郎
師

範
は
柔
道
と
柔
術
の
違
い
に
つ
い
て
、
柔

術
は
専
ら
勝
負
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
柔
道
は
勝
負
だ
け
で
な
く
体
育
・

修
身
を
目
的
に
す
る
も
の
だ
と
述
べ
て
お

り
ま
す
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
協
力
を

得
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
に
柔
道
を
行
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
知
覚
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い

者
、
聴
覚
障
が
い
者
、
発
達
障
が
い
の
方

に
も
柔
道
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
す

る
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
網
代
忠
宏
会
長

「
昨
年
７
月
に
第
19
回
世
界
剣
道
選
手
権

大
会
が
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ

れ
、
30
年
ぶ
り
に
全
種
目
（
男
子
団
体
・

女
子
団
体
・
男
子
個
人
・
女
子
個
人
）
完

全
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
の
剣
道
の
レ
ベ
ル
は
大
変
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
11
月
に
は
、
日
本
武
道
館

で
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
を
男
女
同
時

開
催
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
回

の
男
女
同
時
開
催
に
向
け
て
の
課
題
も
出

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
こ
れ
を
解
決

中里壮也
全日本柔道連盟副会長兼専務理事

網代忠宏
全日本剣道連盟会長

加藤出
全日本弓道連盟会長

安井和男
日本相撲連盟副会長

笹川堯
全日本空手道連盟会長

植芝充央
合気会専務理事

井上弘
少林寺拳法連盟会長代行

久保素子
全日本なぎなた連盟会長

番匠幸一郎
全日本銃剣道連盟会長

各
道
代
表
者
の
挨
拶

各
道
代
表
者
の
挨
拶

　

本
項
で
は
、
武
道
振
興
大
会
に
お
け
る

９
武
道
の
代
表
者
の
挨
拶
を
掲
載
し
ま

す
。
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し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
令
和
９
年
５
月
に
第
20
回
世
界

剣
道
選
手
権
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
各
武
道
団
体
の

皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
準
備
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
加
藤
出
会
長

「
当
連
盟
に
は
、
現
在
13
万
人
も
の
会
員

が
い
ま
す
が
、
男
女
の
比
率
は
長
年
の
振

興
も
あ
り
、
ほ
ぼ
同
数
の
構
成
と
な
り
ま

し
た
。
日
本
武
道
館
の
理
念
で
あ
る
青
少

年
の
健
全
育
成
は
大
事
な
事
柄
で
あ
り
、

先
般
、
日
本
武
道
協
議
会
設
立
45
周
年
記

念
『
少
年
少
女
武
道
指
導
書
』
を
刊
行
さ

れ
た
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で

す
。
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な

変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
弓
道
が
新
た

な
流
れ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
安
井
和
男
副
会
長

「
相
撲
は
勝
負
が
分
か
り
易や
す

い
と
い
う
こ

と
で
、
競
技
に
重
点
が
置
か
れ
が
ち
で
す

が
、
正
々
堂
々
と
人
と
向
き
合
う
武
道
の

精
神
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な

位
置
を
占
め
る
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
面
目
に
正
々
堂
々
と
修
練
を
積

む
こ
と
で
、
青
少
年
に
武
道
の
精
神
を
受

け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
笹
川
堯
会
長

「
毎
年
恒
例
の
陳
情
会
（
武
道
振
興
大

会
）
に
多
く
の
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
陳
情
と
い
う
の

は
続
け
て
い
れ
ば
、
い
つ
の
日
か
必
ず
採

択
さ
れ
る
。
途
中
で
諦
め
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
試
合
・
武
道
に
お
い
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
武
道

と
ス
ポ
ー
ツ
の
わ
け
め
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い

え
ど
も
戦
い
で
す
か
ら
闘
争
心
が
あ
り
、

武
道
も
同
じ
で
す
。
し
か
し
武
道
は
闘
争

心
が
旺
盛
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同

時
に
、
礼
節
も
非
常
に
大
切
に
な
り
ま

す
。
日
本
の
若
い
方
々
に
武
道
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
健
康
な
心
身
を
築
い
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
丈
夫
で
正
し
い
精
神

力
を
養
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来
の
日

本
は
安
心
で
す
」

◎
合
気
会
・
植
芝
充
央
専
務
理
事

「
昨
年
10
月
に
第
14
回
国
際
合
気
道
大

会
（
於
：
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
開
催
し
、
国
内
外

か
ら
約
１
０
０
０
名
の
方
が
集
ま
り
ま
し

た
。
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
輪
の
広
が
り
を
実
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
輪
を
広
げ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
井
上
弘
会
長
代
行

「
少
林
寺
拳
法
連
盟
は
２
０
２
７
年
に
創

始
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
創
始
者
宗
道
臣

の
遺
産
の
継
承
発
展
、
少
林
寺
拳
法
の
普

及
発
展
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
で
は
、
技
術
指
導
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
徳
育
も
指
導
で
き
る
よ
う
に

指
導
者
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
宗
道
臣
が

説
い
た
『
半
ば
は
自
己
の
幸
せ
を
、
半
ば

は
他
人
の
幸
せ
を
』
と
い
う
遺
産
を
実
現

す
る
た
め
に
、活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
久
保
素
子
会
長

「
昨
年
ア
メ
リ
カ
で
第
８
回
世
界
な
ぎ
な

た
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
日
本
チ
ー
ム

が
総
合
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。
団
体
戦
の

日
本
代
表
選
手
は
、
か
つ
て
Ｊ
О
Ｃ
全
国

中
学
生
大
会
・
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
お

い
て
個
人
優
勝
し
た
選
手
た
ち
で
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
ま
で

普
及
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
昨

年
、
全
国
の
中
学
校
に
お
け
る
、
な
ぎ
な

た
授
業
の
実
習
校
は
161
校
と
な
り
約
２
４

０
０
名
の
中
学
生
が
な
ぎ
な
た
を
経
験
し

ま
し
た
。
今
年
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
繋つ
な

い

で
い
く
べ
く
、
新
た
に
教
育
研
究
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
実
り
多
い
活
動
を

展
開
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
な
ぎ
な
た
を

継
承
で
き
る
よ
う
励
み
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
番
匠
幸
一
郎
会
長

「
銃
剣
道
連
盟
は
令
和
７
年
に
新
し
い
二

つ
の
こ
と
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
一
つ

は
、
国
際
銃
剣
道
連
盟
を
３
月
に
創
設
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
国
際
的
な
活
動

は
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
組
織
と
し
て

国
際
連
盟
を
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
併
せ
て
、
北
米
・
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
銃
剣
道
の

振
興
発
展
の
た
め
に
国
際
的
な
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
全
日
本

銃
剣
道
女
子
選
手
権
大
会
を
今
年
初
め
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
銃
剣
道
は
従
来
、
青

年
男
子
が
中
心
で
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年

は
女
性
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
シ
ニ
ア
と
拡
大
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
銃
剣
道
に
お
い
て
課

題
は
あ
り
ま
す
が
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、

先
生
方
や
関
係
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜

り
な
が
ら
、
有
為
な
人
間
形
成
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
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ニュース　武道議員連盟総会

　

高
村
正
大
武
道
議
員
連
盟
事
務
局
次
長

の
司
会
の
も
と
、
初
め
に
武
道
議
員
連
盟

の
江
渡
聡
徳
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
続

い
て
武
道
議
員
連
盟
名
誉
顧
問
の
高
村
正

彦
日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶
を
行
い
会
議

に
入
っ
た
。

　

総
会
で
は
高
村
事
務
局
次
長
か
ら
事
務

局
報
告
と
し
て
、
議
員
連
盟
役
員
案
と
令

和
６
年
の
会
計
報
告
、
決
議
案
が
諮
ら

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て

寺
門
成
真
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長

が
武
道
振
興
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

⑴
学
校
に
お
け
る
武
道
指
導
の
充
実
に
つ
い
て

「
体
育
授
業
に
お
け
る
武
道
種
目
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
全
国
各
地
の
中

学
校
を
『
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
』
に
指
定

し
て
多
様
な
武
道
種
目
を
実
践
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
６
年
度
で
は
、
143

校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、
指
導
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
各
武
道
団
体
に
お

い
て
は
、
外
部
指
導
者
の
養
成
講
習
会
・

指
導
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
、
体
育

の
授
業
の
支
援
対
策
強
化
を
行
う
取
り
組

み
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
７
年
度
も
引

き
続
き
、
同
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
学
校
武
道
指
導
の
充
実
を
は
か
る

た
め
、
実
践
的
に
得
ら
れ
た
成
果
を
全
国

に
発
信
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
多
様

な
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
」

⑵
運
動
部
活
動
改
革
に
つ
い
て

「
少
子
化
が
進
む
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち

が
武
道
な
ど
に
継
続
し
て
親
し
む
機
会
を

確
保
す
る
た
め
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
７

年
度
ま
で
を
改
革
推
進
期
間
と
し
て
、
地

域
の
事
情
に
応
じ
た
活
動
改
革
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
る
。
各
自
治
体
・
関
係

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
武
道
の
振
興
に
努

改革推進期間の最終年度に向けて

　

令
和
7
年
武
道
議
員
連
盟
総
会
は
３
月
５
日
、
武
道
振
興
大
会
に
先
立
ち
、

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
国
際
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
総
会
に
は
同
連
盟
に
所
属

す
る
国
会
議
員
（
代
理
出
席
を
含
む
）、
日
本
武
道
館
役
員
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
幹

部
が
出
席
し
、
同
連
盟
の
事
務
局
報
告
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
武
道
振
興
施
策
、
日

本
武
道
協
議
会
と
日
本
武
道
館
の
活
動
報
告
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
質
疑

応
答
で
は
、
令
和
７
年
度
に
改
革
推
進
期
間
を
終
え
る
運
動
部
活
動
改
革
に
つ

い
て
多
く
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。

令和 7年武道議員連盟総会令和 7年武道議員連盟総会

武道議員連盟総会の様子武道議員連盟総会の様子

運動部活動について意見交換
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参
事
兼
振
興
課
長
が
、
令
和
６
年
度
の
日

本
武
道
協
議
会
な
ら
び
に
加
盟
各
団
体
の

活
動
状
況
と
し
て
①
日
本
武
道
協
議
会
設

立
45
周
年
記
念
事
業
②
主
要
全
日
本
大
会

等
開
催
状
況
③
主
な
事
業
④
古
武
道
保
存

事
業
⑤
武
道
国
際
交
流
事
業
⑥
令
和
５
年

度
同
協
議
会
『
年
報
』
の
作
成
に
つ
い
て

説
明
。
次
に
令
和
７
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
、
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会

（
７
〜
８
月
、
８
種
目
・
計
９
日
間
）、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表

団
（
11
〜
12
月
）、
外
国
人
留
学
生
等
対

象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
（
３
月
）
の

三
つ
の
国
庫
補
助
対
象
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
し
た
。

◇

　

最
後
に
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。
質
問
と

回
答
は
以
下
の
通
り
。

Ｑ
１
．
赤
池
誠
章
氏
（
参
議
院
議
員
）

「
部
活
動
の
地
域
移
行
が
武
道
で
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

各
武
道
は
地
域
に
根
ざ
し
た
指
導
者
や
道

場
、
拠
点
と
い
う
受
け
皿
が
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
モ
デ
ル
事
業
に
、
武
道
と
い
う
こ

と
を
押
し
出
し
て
予
算
を
教
育
委
員
会
に

お
渡
し
い
た
だ
き
た
い
」

Ａ
１
．
ス
ポ
ー
ツ
庁

「
地
域
移
行
の
な
か
で
も
、
武
道
が
リ
ー

ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
、
各
地
で
展
開
を

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
平
日
午
後
４
時
以

降
に
指
導
者
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
と

い
う
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
令
和
７
年

度
の
地
域
移
行
の
実
証
に
つ
い
て
は
、
武

道
を
配
慮
し
た
形
で
事
業
の
執
行
を
し
て

ま
い
り
た
い
」

Ｑ
２
．
田
所
嘉
徳
氏
（
衆
議
院
議
員
）

「
我
が
国
に
武
道
あ
り
と
い
う
ふ
う
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
。
地
域
移
行
で
大
会
が

で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
き
て
い
る
。

武
道
が
教
育
の
役
割
を
果
た
さ
れ
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
」

Ａ
２
．
ス
ポ
ー
ツ
庁

「
大
会
の
縮
小
に
関
し
て
、
大
人
の
事
情

で
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
の
活
躍
の
場
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
に
調
整
し
た
い
」

Ｑ
３
．
石
井
苗
子
氏
（
参
議
院
議
員
）

「（
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
）
保
健
体

育
の
授
業
を
通
じ
て
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
の
育
成
を
図
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
」

Ａ
３
．
ス
ポ
ー
ツ
庁

「
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
、
全
国
の

学
校
で
指
導
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

指
導
資
料
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
」

赤池誠章参議院議員田所嘉徳衆議院議員石井苗子参議院議員

め
て
い
き
た
い
」

⑶
武
道
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

「
令
和
６
年
度
の
補
正
予
算
で
約
16
億
円

を
計
上
し
、
来
年
度
の
予
算
は
約
32
億
円

を
計
上
し
た
」

⑷
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
重
要
な
施
策
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
て
、
必
要
な
支
援
を

行
う
。
訪
日
客
の
さ
ら
な
る
増
加
や
地
方

へ
の
誘
客
、
長
期
滞
在
に
資
す
る
も
の
と

考
え
、
武
道
の
振
興
や
拡
大
に
寄
与
で
き

る
も
の
と
考
え
る
」

⑸
こ
こ
ス
ポ
に
つ
い
て

「
ス
ポ
ー
ツ
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
『
こ

こ
ス
ポ
』
を
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
運
営
し
て
い

る
。
同
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
個

人
・
団
体
い
ず
れ
も
が
無
料
で
情
報
を
掲

載
し
、
各
種
武
道
の
大
会
や
教
室
を
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
」

◇

　

次
に
日
本
武
道
館
の
端
春
彦
振
興
部
副質問に答える寺門スポーツ庁次長（中央）
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ニュース　武道議員連盟総会

武道議員連盟役員名簿　（敬称略）

名 誉 顧 問　　高村　正彦（前自民党副総裁）　　川端　達夫（元衆議院議員）
顧　　　問　　麻生　太郎（自民）　　中曽根弘文（自民）　　海江田万里（立憲）
会　　　長　　江渡　聡徳（自民）	

副　会　長　　逢沢　一郎（自民）　　有村　治子（自民）　　遠藤　利明（自民）

　　　　　　　河野　義博（公明）　　古川　元久（国民）　　森　　英介（自民）

　　　　　　　山谷えり子（自民）

理　事　長　　河野　義博（公明）
理　　　事　　遠藤　　敬（維新）　　逢坂　誠二（立憲）　　田名部匡代（立憲）
　　　　　　　笹川　博義（自民）　　丹羽　秀樹（自民）　　長島　昭久（自民）

　　　　　　　松本　剛明（自民）　　福岡　資麿（自民）

事 務 局 長　　丹羽　秀樹（自民）
事務局次長　　高村　正大（自民）　　滝沢　　求（自民）

令和７年３月５日現在
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●スポーツ庁　資料●スポーツ庁　資料

令和の日本型学校体育構築支援事業
多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化

 

（１）都道府県・指定都市教育委員会等に委託
多様な武道種目に触れる保健体育の授業や外部指導者の活用などを
行う中学校を「武道推進モデル校」に指定して実践研究を行うとともに、
多様な武道種目の指導法講習会など教員の指導力向上を図る取組
等を実施する

多様な武道等指導の充実

（２）法人格を有する団体に委託
・ GIGA端末を活用し、児童生徒が技の仕組みや一つ一つの動作がもつ意味などに
ついてより深く理解し実践することができるよう、授業で学ぶ各武道の様々な技や動き、
用具等について、それぞれ概要、動作や原理の解説、様々な角度から閲覧できる
模範例などをコンパクトにまとめた解説資料を作成する【新規】
・ 武道関係団体による外部指導者の養成講習会や指導ガイドブック資料の作成など、
指導力向上を行うことで、中学校における多様な武道種目の実践を支援する体制を
強化するための取組等を実施する

指導のための体制強化

令和３年度から全面実施した学習指導要領において、武道の種目は、柔道、剣道、相撲、空手道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳法、
銃剣道を示し、我が国固有の伝統文化により一層触れることとしており、保健体育授業における武道等の指導の一層の充実を図るためには、全
国的に質の高い授業の実践、教員等の指導力向上が必要である。

背 景

普及  啓発

【武道推進モデル校】

普及  啓発

【武道推進モデル校】

我が国固有の伝統文化である武道等の指導の充実を図るため、中学校の保健体育における多様な武道種目の実施や外部指導者の活用な
どの実践研究を行うとともに、武道関係団体による多様な武道指導実践への支援体制の強化を図る取組を行う。

事 業 概 要

令和７年度予算額（案）     ：195,500千円
（前 年 度 予 算 額 ：195,500千円）

普及  啓発

【武道推進モデル校】
事業委託：51百万円

事業委託：145百万円（一部新規）

（担当：スポーツ庁政策課 企画調整室）

部活動の地域連携や地域スポーツ・文化クラブ活動移行
に向けた環境の一体的な整備
方向性・目指す姿

事業内容

令和7年度予算額（案） 37億円
（前年度予算額 33億円）

※2 コミュニティ・スクール（学校運営協議会）等の仕組みも活用。
※1 補助割合について、都道府県又は指定都市の場合は、国1/3、都道府県・指定都市2/3。

 「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、地域の実
情に応じスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消。

 少子化の中でも、将来にわたり我が国の子供たちがスポーツ・文化芸術に継続して親しむことができ
る機会を確保。学校の働き方改革を推進し、学校教育の質も向上。

 自己実現、活力ある社会と絆の強い社会創り。部活動の意義の継承・発展、新しい価値の創出。

 地域の実情に応じた持続可能で多様なスポーツ・文化芸術環境を整備し、多様な体験機会を確保。

＊ 本資料における「スポーツ」には障害者スポーツを、「文化芸術」には、障害者芸術を、「中学校」には特別支援学校中学部等を含む。
体制例は、あくまでも一例である

各都道府県・市区町村の地域スポーツ・文化芸術活動の推進体制等の下で、コーディネーターの配
置を含む運営団体・実施主体等の体制整備、指導者の確保、参加費用負担への支援等に関する実
証事業を実施し、国において事業成果の普及に努めるとともに、全国的な取組を加速する。

（１）地域クラブ活動への移行に向けた実証 ※取組例

面的・広域的
な取組 内容の充実 参加費用負担

支援等

関係団体・分野との連携強化
・ スポーツ協会、競技団体、文化芸術
団体、大学、企業等
・ スポーツ推進委員、 地域おこし
協力隊
・ まちづくり・地域公共交通

体制整備 指導者の質の
保障・量の確保

・ 人材の発掘・マッチング・配置
・ 研修、資格取得促進
・ 平日・休日の一貫指導
・ ICTの有効活用

・ 複数種目、シーズン制
・ 体験型キャンプ
・ レクリエーション的活動

・ 地域クラブ活動の拡大
・ 市区町村等を越えた取組

・ 困窮世帯の支援
・ 費用負担の在り方

学校施設の
活用等

・ 効果的な活用や
管理方法

・ 関係団体・市区町村等との連絡調整
・ コーディネーターの配置、地域学校協働
活動推進員等との連携の在り方

・ 運営団体・実施主体の体制整備や質の
確保

部活動指導員の配置を充実  【16,251人（運動部：13,178人、文化部：3,073人）】

Ⅱ.中学校における部活動指導員の配置支援 18億円（18億円）
各学校や拠点校に部活動指導員を配置し、教師に代わる指導や大会引率を担うことにより、生徒のニー
ズを踏まえた充実した活動とする。 （補助割合：国1/3、都道府県1/3、市区町村1/3）※1

上記の施策を支える新たなスポーツ環境の構築等のため、以下の取組を実施。
・公立中学校の施設の整備・改修を支援(用具保管の倉庫設、スマートロック設置に伴う扉の改修等)
・指導者養成のための講習会や暴力等の根絶に向けた啓発活動の実施
・大学生が卒業後も継続的に地域の中学生の指導に当たる仕組みを構築
・デジタル動画による運動部活動・地域クラブ活動のサポート体制整備 等

Ⅲ.地域における新たなスポーツ環境の構築等 ３億円（3億円）

※ 実証事業２年目、3年目となる地域クラブ活動は、原則、国費だけではなく、一定の割合の受益者負担や行政・関係団体の自主
財源からの支出、企業等からの寄付などとの組み合わせにより、持続的に活動することを前提とした仕組みを構築し、検証。

※ 平日・休日の一貫指導や市区町村を越えた取組など、地域の実情に応じた最適化・体験格差の解消を図る意欲的な取組を推進。

★ 重点地域における政策課題への対応
地域スポーツ・文化芸術環境の整備に先導的に取り組む地域を重点地域として指定し、政策課題への対応
を推進する。

・多様なスポーツ・文化芸術体験の機会の提供(マルチスポーツ
環境等の整備)

・高校との連携やジュニアからシニアまでの多世代での取組
・スクールバスの活用や地域公共交通との連携
・不登校や障害のある子供たちの地域の学びの場としての役割
・トレーナーの活用を含めた安全確保の体制づくり
・企業版ふるさと納税等を含む民間資金の活用
・持続的・安定的な運営を担うマネジメント人材の育成

・体育・スポーツ・文化芸術系の大学生、パラアスリート等
を含むアスリート・アーティスト人材等の活用

・学校体育・教育施設の拠点化や社会体育・教育施設
との一体化などによる地域スポーツ・文化芸術の活動
拠点づくり

・動画コンテンツ等の活用
・多様なニーズに対応した大会の開催
・運営の効率化のためのシステム整備 等

（２）課題の整理・解決策の具体化、地域クラブ活動のモデル構築・プロセス明確化、整備促進等
・ 事業成果の普及方策、地域クラブ活動の整備の進展に伴う新たな課題の整理・解決策の具体化
・ 地域クラブ活動のモデルの構築・プロセスの明確化、持続的・安定的な運営に向けた仕組みづくり
・ 複数自治体が連携した地域クラブ活動の整備促進方策の展開、全国的な取組の推進 等 （単体の）部活動

指導

地域の人材

○○中学校

合同部活動

指導

地域の人材
○○中学校

□□中学校△△中学校

※直ちに①②のような体制を整備
することが困難な場合

学学校校部部活活動動のの
地地域域連連携携※２

部活動指導員 部活動指導員

市区町村

スポーツ団体 大学 民間
事業者

地域学校
協働本部

地域クラブ活動

指導者

参加

○○中学校 ◆◆中学校△△中学校

連携 総合型
地域スポーツクラブ 民間事業者等

指導指導

地域クラブ活動

参加

○○中学校 ◆◆中学校△△中学校

休日の
地域クラブ活動

体制例

方向性

 子供や大人、高齢者や障害者の参加・交流を推進する地域スポーツ・文化芸
術活動の中に部活動を取り込む。ウェルビーイングの実現、まちづくりの推進。

＜主な政策課題＞

（担当：スポーツ庁地域スポーツ課、文化庁参事官（芸術文化担当））

Ⅰ.地域クラブ活動への移行に向けた実証 16億円（12億円）
29億円［令和6年度補正予算額］

令和6年度補正予算額 29億円

令和５年度

・事例創出・課題の洗い出し、課題解決策の検討・試行、地域クラブ活動のモデル・プロセスの分析
・成果の普及、進捗状況の検証、地域クラブ活動の整備促進、全国的な取組の推進

・ガイドラインの見直し
・次期改革期間に向けた支援方策
の検討

改革推進期間
令和８年度

地域クラブ活動の充実
令和６年度 令和７年度
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●スポーツ庁　資料●スポーツ庁　資料

体 育 ・ ス ポ ー ツ 施 設 整 備
（ 学 校 施 設 環 境 改 善 交 付 金 等 ）

令和７年度予算額 (案 )  ： 3,208,456千円
（ 前 年 度 予 算 額 ： 3,228,456千円） 

自治体が整備する体育・スポーツ施設に対して学校施設環境改善交付金を交付することにより、以下を推進する。

スポーツをする場の確保

 学校のプール、武道場の新改築等
 地域の拠点となる運動場、体育館、

プール、武道場等の新改築等

国土強靱化の推進

避難場所の活用

 地域のスポーツ施設の耐震化
（構造体・非構造体）

 スポーツ施設の空調整備

脱炭素社会の推進

 地域のスポーツ施設に
再生可能エネルギーを整備

 災害に強く、災害時にも快適に過ごせるスポーツ施設を整備することで、災害に強いまちづくりに繋がる。
 環境にやさしい地域のスポーツ施設を増やし、脱炭素社会の実現に貢献する。
 地域スポーツクラブ活動に必要な整備・改修を支援することで、地域のスポーツ環境整備を促進する。

R7制度改正

効果

※改築：既存の施設を全部取り壊し、更地にしてから同
様の施設を造る工事

補助対象

 CO2排出減に寄与する整備を支援

地方公共団体 算定割合 １/３補助 ※空調新設、災害対応の浄水プール等は1/2

地方公共団体 公立中学校

地域スポーツクラブ活動で必要な用具の保管のための用具庫等、 運動部活動の地域スポーツクラブ活動への移行に資する施設について、
整備・改修（32億円の内1,000万円）を支援する。
補助対象 補助対象となる学校種 算定割合 １/３補助

 地域のスポーツ環境の充実 ● 災害時には避難所として活用されるための環境整備（耐震化及び空調設備の整備等）
 2050年カーボンニュートラル達成に向けて、脱炭素社会の実現に寄与する環境整備

担当：スポーツ庁参事官（地域振興担当）付

事業開始年度 令和５年度～

事業開始年度 平成23年度～

公共施設（公立図書館等）を相手方とする、社会体育施設の複合化・集約化について、補助率を1/2に引上げ

令和６年度補正予算額： 1,561,459千円

スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ
創出等総合推進事業
事業概要

令和７年度予算額（案） 167,079千円
（前年度予算額 178,800千円）

担当：スポーツ庁参事官（地域振興担当）付

②スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（拡充）
  1.1億円

〇ホームページ等を通じたプロモーションや、セミナー等を通じた
 各地域での自発的なプロモーション活動を促進する。

〇武道を中心とした体験機会を国内外で創出し、日本ならでは
 のスポーツツーリズムの認知拡大、地方誘客を促進する。

〇武道コンテンツ体験時の安全確保手法等の検討など、
新規事業者参入に必要な環境整備に取り組む。

事事業業実実施施期期間間 平成２９年度～

①スポーツツーリズム・武道等コンテンツ創出事業
0.4億円

〇武道をはじめとする地域スポーツ資源を活用したコン
テンツの創出をモデル的に支援し、地方部での長期滞
在※への貢献等の効果検証等を行う。

地域資源とスポーツが融合した観光を楽しむスポーツツーリズムについて、増加傾向にある訪日旅行客を主なターゲットとし、引き続き、ニーズに沿った効果的な取組
事例の創出、DXを活用したプロモーション等によるスポーツツーリズム・ムーブメントの創出を進める。これにより、武道を含めたスポーツツーリズムの認知拡大による地
方誘客につなげながら、訪日旅行客等のニーズの変化を的確に見極め、地域スポーツ資源を活用した国内外から選ばれるコンテンツの戦略的な創出を図る。

スポーツによる地方創生・まちづくりへ

1.武道ツーリズム

日本発祥の武道と日本特
有の資源（ヘリテイジ）等
を融合させた稀少性の高い
体験コンテンツを創出

２.その他（スノースポーツ・登山・ニュースポーツ等）

 日本固有の資源の活用や
ニーズを掘り起こす、新たな
種目を活用したコンテンツを
創出

事業内容

※ライフパフォーマンス、検定・資格取得 等

③スポーツツーリズム・マーケット調査事業（新規）
0.1億円

〇今後のスポーツツーリズムの展開に効果的な「目
的」「テーマ」「コンテンツ」等のあり方について、有効
性の高い最新データを収集し、訪日旅行客等の
ニーズを把握・分析する。

セミナー等を通じた
データの利活用の促進

体験機会等による訪日意欲喚起

検索数増

自発的な
取組促進

データの分析

スポーツツーリズム・ムーブメント拡大

本格的な
コンテンツ醸成

訪日機運喚起・地方への観光

直接的なPR

HP・SNS等発信

スポーツツーリズムの拡大に向けた
新たな戦略立案

調査 マーケット把握
・どんなことに魅力を感じている？
・どこで何をしたい？

新たな
重点テーマ

分析

ターゲットPR方法
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のご案内

ここスポとは

• スポーツを楽しみたい人と楽しんでほしい人がつながる
スポーツ情報ポータルサイト

• スポーツに関するイベント、指導者、施設の情報を掲載
• 2019年よりスポーツ庁が運営

特徴

１．大会、スポーツイベント、施設情報の提供
スポーツに関する情報を写真付きで掲載ができます。
投稿したページの閲覧者数も投稿画面から確認できます。

２. サークル情報の提供
一緒にスポーツをする仲間を募集できます。

３．スポーツに役立つ情報の発信
スポーツ庁からのお知らせ情報や、公募情報、補助金情報

を発信します。
お知らせ欄で発信したい情報がございましたら遠慮なく情報

提供をお願いいたします。

４

できること

• スポーツの大会、イベント、教室、サークル、施設の
掲載

• ここスポユーザー向けにスポーツに関する公募や
お知らせ情報の掲載

全て無料で利用できます！

トップページイメージ

スマートフォン・パソコンから情報の検索や投稿ができます。

QRコードからここスポに
アクセスいただき、情報
の投稿をお願いします。

（担当：スポーツ庁健康スポーツ課）

男性
女性

（ご参考）「ここスポ」ユーザー・掲載情報の特徴

ここスポユーザーの特徴 ここスポ掲載情報（イベント・教室）の特徴

2024年10月１日～12月31日掲載分2024年12月時点

★ここスポに掲載されているイベント・教室情報について、
全国７エリア(北海道・東北、関東、東海、北陸、近
畿、中国、四国、九州・沖縄)のうち、関東の掲載が約
７割を占めている。

★ユーザーの性別分布は、
男性55.2%、女性44.8%

 （若干男性が多いが、ほぼ半々）

★年代は特に25～44歳の働く世代の利用が多い

44.8%
55.2%

1,035 

1,806 1,941 

1,161 

486 
323 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

18-24 25-34 35-44 45-54 55-64 65以上

73.3%

7.2%

5.9%

4.4%

（担当：スポーツ庁健康スポーツ課）
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

第
７
回
外
国
人
留
学
生
等
対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー

留
学
生
・
大
使
館
職
員
が

留
学
生
・
大
使
館
職
員
が

日
本
の
武
道
文
化
を
体
験

日
本
の
武
道
文
化
を
体
験

　

セ
ミ
ナ
ー
は
３
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
、
１
日
目
は
講
師
に
よ
る
模
範
演
武

（
129
〜
130
ペ
ー
ジ
）
と
体
験
武
道
が
行
わ

れ
た
。
初
め
は
や
や
緊
張
気
味
で
あ
っ
た

参
加
者
も
、
体
験
武
道
が
始
ま
る
と
、
大

き
な
声
を
出
し
た
り
体
を
思
い
切
り
動
か

し
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
み
な
が

ら
武
道
を
体
験
し
た（
131
〜
132
ペ
ー
ジ
）。

　

２
日
目
は
講
義
①
と
し
て
、
鷹
野
國
雄

中
村
天
風
財
団
認
定
講
師
に
よ
る
「
中
村

天
風
と
安
定
打
坐
法
」
の
講
義
が
行
わ
れ

た
。
鷹
野
講
師
は
初
め
に
中
村
天
風
の
生

い
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
、
心
を
乱
す
さ
ま

ざ
ま
の
想お
も

い
や
執
着
心
な
ど
を
除
去
し
た

心
境
が
「
無
心
」「
無
念
無
想
」
で
あ
る

と
述
べ
た
。
ま
た
、
そ
の
心
境
に
な
る
た

め
の
訓
練
と
し
て
中
村
天
風
が
編
み
出
し

た
「
安
定
打
坐
法
」
を
紹
介
し
た
。
参
加

者
は
椅
子
に
座
っ
て
目
を
閉
じ
、
ブ
ザ
ー

　

第
７
回
外
国
人
留
学
生
等
対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
＝
日
本
武
道
館

／
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
外
務
省
、
勝
浦
市
、
日
本
武
道
協
議
会
／
協
力
＝
国
際
武

道
大
学
）
が
３
月
７
〜
９
日
の
３
日
間
、
千
葉
県
勝
浦
市
の
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
外
国
人
留
学
生
と
在
日
大
使
館
勤
務
の
外
国

人
を
対
象
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
24
の
国
と
地
域
か
ら
53
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
参
加
者
は
講
義
、
模
範
演
武
、
体
験
武
道
な
ど
を
通
し
て
日

本
の
武
道
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
た
。

と
鈴
の
音
を
聞
き
な
が
ら
精
神
統
一
を
行

っ
た
（
133
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
１
日
目
に

引
き
続
き
体
験
武
道
も
行
わ
れ
、
参
加
者

は
２
日
間
で
現
代
武
道
９
種
目
を
全
て
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

３
日
目
は
講
義
②
と
し
て
長
尾
進
明
治

大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
に
よ
る
「
武
道

の
歴
史
」
の
講
義
が
行
わ
れ
、
武
術
が
武

道
と
し
て
成
立
し
て
い
く
ま
で
の
歴
史
を

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
用
い
て
説
明
し
た

（
134
ペ
ー
ジ
）。
質
疑
応
答
で
は
参
加
者
が

積
極
的
に
質
問
を
し
、
武
道
に
つ
い
て
の

見
識
を
深
め
て
い
た
。
ま
た
、
参
加
者
の

代
表
者
３
名
に
よ
る
意
見
発
表
と
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。
代
表
者
は
セ
ミ
ナ
ー

で
の
研
修
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

述
べ
、
意
見
交
換
会
で
は
活
発
な
意
見
の

交
換
が
行
わ
れ
た
（
135
ペ
ー
ジ
）。
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■
講
師
模
範
演
武

■
講
師
模
範
演
武

弓道弓道

銃剣道銃剣道

なぎなたなぎなた

相撲相撲

剣道剣道
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◉
実
技
講
師

柔　

道
＝
向
井
幹
博
（
七
段
）、

　
　
　
　

越
野
忠
則
（
七
段
）

剣　

道
＝
蒔
田
実
（
範
士
八
段
）、

　
　
　
　

丸
橋
利
夫
（
教
士
八
段
）

弓　

道
＝
福
地
平
（
教
士
八
段
）、

　
　
　
　

鈴
木
克
己
（
教
士
八
段
）

相　

撲
＝
伊
東
良
（
五
段
）、

　
　
　
　

山
口
颯
斗
（
二
段
）、

空
手
道
＝
渡
邉
純
一
（
教
士
七
段
）、

　
　
　
　

峯
真
太
郎
（
教
士
七
段
）

合
気
道
＝
入
江
嘉
信
（
七
段
）、

　
　
　
　

小
山
雄
二
（
六
段
）

少
林
寺
拳
法
＝
荒
井
章
士（
正
範
士
七
段
）、

　
　
　
　

加
藤
明
（
准
範
士
六
段
）

な
ぎ
な
た
＝
紫
関
譲
子
（
教
士
）、

　
　
　
　

木
下
三
恵
（
錬
士
）

銃
剣
道
＝
小
川
功
（
範
士
八
段
）

・
体
験
武
道
サ
ポ
ー
ト

国
際
武
道
大
学
学
友
会
（
柔
道
部
、剣
道
部
、

弓
道
部
、
空
手
道
部
、
合
気
道
部
、
少
林
寺

拳
法
部
、
な
ぎ
な
た
部
）、
長
谷
川
凌
雅
（
相

撲
・
二
段
）、
有
馬
隼
人
（
合
気
道
・
四
段
）、

セ
シ
ナ
ス　

ア
レ
ク
シ
（
合
気
道
・
三
段
）、

増
田
紘
子（
合
気
道
）、庄
田
皓
紀（
合
気
道
）、

村
上
晋
之
介
（
合
気
道
）、
長
谷
川
英
昭
（
銃

剣
道
・
教
士
八
段
）、
宍
浦
功
二
（
銃
剣
道
・

教
士
七
段
）、
山
口
あ
や
子
（
銃
剣
道
・
教
士

七
段
）、
後
藤
美
稀
（
銃
剣
道
・
三
段
）

柔道柔道

合気道合気道 少林寺拳法少林寺拳法

空手道空手道
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■
体
験
武
道

■
体
験
武
道
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○
地
域
社
会
で
も
充
実
し
た
武
道
ツ
ー

○
地
域
社
会
で
も
充
実
し
た
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
実
施
で
き
る
よ
う
に

リ
ズ
ム
が
実
施
で
き
る
よ
う
に

杉
本
理
恵
氏

杉
本
理
恵
氏

（
栃
木
県
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

（
栃
木
県
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査
）

　

昨
年

　

昨
年
1010
月
、
栃
木
県
で
在
日
外
国
人
を

月
、
栃
木
県
で
在
日
外
国
人
を

対
象
と
し
た
弓
道
と
日
本
文
化
体
験
の

対
象
と
し
た
弓
道
と
日
本
文
化
体
験
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
。
前
回
の
セ
ミ

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
。
前
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
講
師
を
務
め
た
増
渕
敦
人
氏
（
弓

ナ
ー
で
講
師
を
務
め
た
増
渕
敦
人
氏
（
弓

道
）
か
ら
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
紹
介
が
あ

道
）
か
ら
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
紹
介
が
あ

り
来
訪
し
た
。

り
来
訪
し
た
。

「
栃
木
県
で
は
、
国
が
進
め
る
武
道
ツ
ー

「
栃
木
県
で
は
、
国
が
進
め
る
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
組
を
地
域
に
広
げ
て
い
き

リ
ズ
ム
の
取
組
を
地
域
に
広
げ
て
い
き

た
い
の
で
す
が
、
体
験
の
指
導
、
通
訳
や

た
い
の
で
す
が
、
体
験
の
指
導
、
通
訳
や

運
営
な
ど
の
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
備
わ

運
営
な
ど
の
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
備
わ

っ
て
い
な
い
た
め
、
現
場
を
学
び
に
き
ま

っ
て
い
な
い
た
め
、
現
場
を
学
び
に
き
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
業
が
行
わ
れ
て
い

し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
地
域
や
武
道
関
係
者
に
広
が

る
こ
と
が
、
地
域
や
武
道
関
係
者
に
広
が

る
こ
と
で
、
地
域
の
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

る
こ
と
で
、
地
域
の
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」
す
」

○
参
加
者
の
声

○
参
加
者
の
声

・
弓
道
の
道
具
を
実
際
に
持
っ
て
弓
を

・
弓
道
の
道
具
を
実
際
に
持
っ
て
弓
を

放
つ
経
験
は
な
か
な
か
で
き
な
い

放
つ
経
験
は
な
か
な
か
で
き
な
い

の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
韓
国
・
女
性
）

（
韓
国
・
女
性
）

・
は
じ
め
て
持
っ
た
な
ぎ
な
た
は
思
っ

・
は
じ
め
て
持
っ
た
な
ぎ
な
た
は
思
っ

た
よ
り
も
長
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
よ
り
も
長
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

講
師
の
先
生
が
優
し
く
教
え
て
く

講
師
の
先
生
が
優
し
く
教
え
て
く

れ
た
の
で
、
な
ぎ
な
た
が
と
て
も
好

れ
た
の
で
、
な
ぎ
な
た
が
と
て
も
好

き
に
な
り
ま
し
た
。（
ド
イ
ツ
・
男

き
に
な
り
ま
し
た
。（
ド
イ
ツ
・
男

性
）
性
）

・
柔
道
の
体
験
で
、
体
の
大
き
な
男
性

・
柔
道
の
体
験
で
、
体
の
大
き
な
男
性

を
思
い
切
り
投
げ
る
の
が
気
持
ち

を
思
い
切
り
投
げ
る
の
が
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。（
タ
イ
・
女
性
）

よ
か
っ
た
で
す
。（
タ
イ
・
女
性
）

・
相
撲
の

・
相
撲
の
蹲蹲そ
ん
そ
ん

踞踞き
ょ
き
ょ

の
姿
勢
が
と
て
も
か
っ

の
姿
勢
が
と
て
も
か
っ

こ
よ
か
っ
た
で
す
。
帰
っ
て
か
ら
毎

こ
よ
か
っ
た
で
す
。
帰
っ
て
か
ら
毎

日
寝
る
前
に
や
り
た
い
と
思
い
ま

日
寝
る
前
に
や
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
ド
イ
ツ
・
男
性
）

す
。（
ド
イ
ツ
・
男
性
）

・
全
部
の
武
道
が
初
め
て
の
体
験
で
と

・
全
部
の
武
道
が
初
め
て
の
体
験
で
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
中
で

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
中
で

も
合
気
道
が
と
て
も
魅
力
的
で
、
ま

も
合
気
道
が
と
て
も
魅
力
的
で
、
ま

た
来
年
も
や
り
た
い
な
と
思
い
ま

た
来
年
も
や
り
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。（
コ
ス
タ
リ
カ
・
女
性
）

し
た
。（
コ
ス
タ
リ
カ
・
女
性
）

心技体 人を育てる総合誌
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鷹野國雄講師鷹野國雄講師
（中村天風財団認定講師）（中村天風財団認定講師）

■
講
義
①

■
講
義
①
「
中
村
天
風
と
安
定
打
坐
法
」

「
中
村
天
風
と
安
定
打
坐
法
」

○
質
疑
応
答

○
質
疑
応
答

Ｑ
１
．
安
定
打
坐
法
は
一
日
に
ど
れ
く

Ｑ
１
．
安
定
打
坐
法
は
一
日
に
ど
れ
く

ら
い
の
時
間
行
う
の
が
好
ま
し

ら
い
の
時
間
行
う
の
が
好
ま
し

い
で
す
か
。

い
で
す
か
。

Ａ
１
．「
無
心
」
の
状
態
に
な
れ
る
ス

Ａ
１
．「
無
心
」
の
状
態
に
な
れ
る
ス

ピ
ー
ド
に
個
人
差
が
あ
る
の

ピ
ー
ド
に
個
人
差
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
行

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
行

え
ば
問
題
な
い
で
す
。

え
ば
問
題
な
い
で
す
。

Ｑ
２
．
安
定
打
坐
法
の
時
に
、
ブ
ザ
ー

Ｑ
２
．
安
定
打
坐
法
の
時
に
、
ブ
ザ
ー

と
鈴
の
２
種
類
の
音
を
使
う
の

と
鈴
の
２
種
類
の
音
を
使
う
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ
２
．
刺
激
の
種
類
を
変
え
る
た
め
に

Ａ
２
．
刺
激
の
種
類
を
変
え
る
た
め
に

２
種
類
用
意
し
て
い
ま
す
。
慣

２
種
類
用
意
し
て
い
ま
す
。
慣

れ
て
く
る
と
、
車
が
通
り
過
ぎ

れ
て
く
る
と
、
車
が
通
り
過
ぎ

る
音
や
、
木
々
の
ざ
わ
め
き
で

る
音
や
、
木
々
の
ざ
わ
め
き
で

も
「
無
心
」
に
な
る
こ
と
が
で

も
「
無
心
」
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

き
ま
す
。

椅子に座り静かに目を閉じて、安定打坐法を行う参加者たち椅子に座り静かに目を閉じて、安定打坐法を行う参加者たち

　

初
め
に
、
中
村
天
風
の
生
い
立
ち
と
心

　

初
め
に
、
中
村
天
風
の
生
い
立
ち
と
心

身
統
一
法
の
創
始
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て

身
統
一
法
の
創
始
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

説
明
を
行
っ
た
。

「
中
村
天
風
は
、
日
露
戦
争
か
ら
帰
国

「
中
村
天
風
は
、
日
露
戦
争
か
ら
帰
国

後
、
当
時
不
治
の
病
で
あ
っ
た
肺
結
核
を

後
、
当
時
不
治
の
病
で
あ
っ
た
肺
結
核
を

発
病
し
、
心
身
と
も
に
弱
く
な
っ
た
こ
と

発
病
し
、
心
身
と
も
に
弱
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
人
生
を
深
く
考
え
、
人
生
の
真
理
を

か
ら
人
生
を
深
く
考
え
、
人
生
の
真
理
を

求
め
て
欧
米
を
遍
歴
し
ま
し
た
。
一
流
の

求
め
て
欧
米
を
遍
歴
し
ま
し
た
。
一
流
の

哲
学
者
を
訪
ね
ま
し
た
が
答
え
を
得
ら
れ

哲
学
者
を
訪
ね
ま
し
た
が
答
え
を
得
ら
れ

ず
、
失
意
の
な
か
帰
国
を
決
意
し
ま
す
。

ず
、
失
意
の
な
か
帰
国
を
決
意
し
ま
す
。

そ
の
帰
路
、
ヨ
ガ
の
聖
者
と
出
会
い
、
ヒ

そ
の
帰
路
、
ヨ
ガ
の
聖
者
と
出
会
い
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
麓
で
指
導
を
受
け
て
真
理
を
悟

マ
ラ
ヤ
の
麓
で
指
導
を
受
け
て
真
理
を
悟

る
こ
と
で
、
病
を
克
服
し
運
命
を
切
り

る
こ
と
で
、
病
を
克
服
し
運
命
を
切
り
拓拓ひ
ら
ひ
ら

き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
の
体
験
か
ら
人

き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
の
体
験
か
ら
人

間
の
命
の
本
来
の
在
り
方
を
研
究
し
、
心

間
の
命
の
本
来
の
在
り
方
を
研
究
し
、
心

身
統
一
法
を
創
見
し
ま
し
た
」

身
統
一
法
を
創
見
し
ま
し
た
」

　

ま
た
、
鷹
野
氏
は
中
村
天
風
が
創
意
工

　

ま
た
、
鷹
野
氏
は
中
村
天
風
が
創
意
工

夫
し
た
「
安
定
打
坐
法
」
に
つ
い
て
、

夫
し
た
「
安
定
打
坐
法
」
に
つ
い
て
、

「
安
定
打
坐
法
を
行
う
こ
と
で
、
心
を
乱

「
安
定
打
坐
法
を
行
う
こ
と
で
、
心
を
乱

す
さ
ま
ざ
ま
の
思
い
や
執
着
心
な
ど
を
除

す
さ
ま
ざ
ま
の
思
い
や
執
着
心
な
ど
を
除

去
し
、
尊
く
、
強
く
、
正
し
く
、
清
い
絶

去
し
、
尊
く
、
強
く
、
正
し
く
、
清
い
絶

対
的
な
積
極
心
と
な
っ
た
心
境
を
日
常
生

対
的
な
積
極
心
と
な
っ
た
心
境
を
日
常
生

活
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述

活
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述

べ
、
普
段
の
生
活
の
中
で
「
無
心
」
に
な

べ
、
普
段
の
生
活
の
中
で
「
無
心
」
に
な

る
こ
と
の
重
要
さ
を
説
明
し
た
。

る
こ
と
の
重
要
さ
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
「
安
定
打
坐
法
」
の
体
験
に
移

　

続
い
て
「
安
定
打
坐
法
」
の
体
験
に
移

っ
た
。
鷹
野
講
師
は
「
ブ
ザ
ー
の
音
と
鈴

っ
た
。
鷹
野
講
師
は
「
ブ
ザ
ー
の
音
と
鈴

の
音
を
一
心
に
聴
き
、
そ
の
音
が
サ
ッ
と

の
音
を
一
心
に
聴
き
、
そ
の
音
が
サ
ッ
と

消
え
た
瞬
間
が
無
心
の
瞬
間
で
す
」
と
説

消
え
た
瞬
間
が
無
心
の
瞬
間
で
す
」
と
説

明
し
、
参
加
者
は
座
り
な
が
ら
背
筋
を
伸

明
し
、
参
加
者
は
座
り
な
が
ら
背
筋
を
伸

ば
し
て
目
を
閉
じ
、
ブ
ザ
ー
の
音
に
耳
を

ば
し
て
目
を
閉
じ
、
ブ
ザ
ー
の
音
に
耳
を

傾
け
た
。
け
た
た
ま
し
く
響
く
ブ
ザ
ー
の

傾
け
た
。
け
た
た
ま
し
く
響
く
ブ
ザ
ー
の

音
が
音
が
止止やや

む
と
研
修
室
は
静
寂
に
包
ま
れ
、

む
と
研
修
室
は
静
寂
に
包
ま
れ
、

参
加
者
は
心
地
よ
い
静
け
さ
の
中
で
精
神

参
加
者
は
心
地
よ
い
静
け
さ
の
中
で
精
神

統
一
を
図
っ
た
。

統
一
を
図
っ
た
。

質問する参加者質問する参加者



1341342025．4　月刊「武道」2025．4　月刊「武道」

ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

■
講
義
②

■
講
義
②
「
武
道
の
歴
史
」

「
武
道
の
歴
史
」

長尾進講師長尾進講師
（明治大学国際日本学部教授）（明治大学国際日本学部教授）

○
質
疑
応
答

○
質
疑
応
答

Ｑ
１
．
武
道
で
は
「
正
座
」
を
よ
く
し

Ｑ
１
．
武
道
で
は
「
正
座
」
を
よ
く
し

ま
す
が
、
ル
ー
ツ
は
ど
こ
か
ら

ま
す
が
、
ル
ー
ツ
は
ど
こ
か
ら

来
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
武
道

来
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
武
道

種
目
ご
と
に
方
法
が
少
し
ず
つ

種
目
ご
と
に
方
法
が
少
し
ず
つ

違
う
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

違
う
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ
１
．
主
に
小
笠
原
流
弓
馬
術
の
礼
法

Ａ
１
．
主
に
小
笠
原
流
弓
馬
術
の
礼
法

が
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

が
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

各
武
道
種
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
継

各
武
道
種
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
継

承
さ
れ
て
き
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

承
さ
れ
て
き
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

座
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
違
い

座
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
違
い

は
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
な

は
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２
．
女
性
が
相
撲
を
す
る
こ
と
は
あ

Ｑ
２
．
女
性
が
相
撲
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

り
ま
す
か
。

Ａ
２
．
相
撲
を
す
る
女
性
は
世
界
中
に

Ａ
２
．
相
撲
を
す
る
女
性
は
世
界
中
に

い
ま
す
。「
新
相
撲
」
と
い
う

い
ま
す
。「
新
相
撲
」
と
い
う

名
前
で
世
界
大
会
も
開
か
れ
て

名
前
で
世
界
大
会
も
開
か
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

Ｑ
３
．「
忍
術
」
は
武
道
に
分
類
さ
れ

Ｑ
３
．「
忍
術
」
は
武
道
に
分
類
さ
れ

ま
す
か
。

ま
す
か
。

Ａ
３
．
現
代
武
道
に
は
分
類
さ
れ
ま
せ

Ａ
３
．
現
代
武
道
に
は
分
類
さ
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
古

ん
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
古

武
道
で
は
、
忍
術
の
心
得
を
教

武
道
で
は
、
忍
術
の
心
得
を
教

え
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

え
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

質疑応答では、参加者から多くの質問が投げかけられた質疑応答では、参加者から多くの質問が投げかけられた

　

初
め
に
、
日
本
の
歴
史
と
し
て
製
鉄
技

　

初
め
に
、
日
本
の
歴
史
と
し
て
製
鉄
技

術
の
伝
来
に
よ
っ
て
日
本
で
刀
剣
が
作
ら

術
の
伝
来
に
よ
っ
て
日
本
で
刀
剣
が
作
ら

れ
た
こ
と
や
、
古
代
中
国
の
官
僚
や
日
本

れ
た
こ
と
や
、
古
代
中
国
の
官
僚
や
日
本

の
鎌
倉
時
代
の
武
士
が
武
芸
、
武
術
の
稽

の
鎌
倉
時
代
の
武
士
が
武
芸
、
武
術
の
稽

古
を
し
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の

古
を
し
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の

中
で
、
鎌
倉
時
代
の
武
士
が
稽
古
し
て
い

中
で
、
鎌
倉
時
代
の
武
士
が
稽
古
し
て
い

た
弓
馬
術
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
技
術
の

た
弓
馬
術
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
技
術
の

習
得
だ
け
で
な
く
礼
法
と
合
わ
せ
て
稽
古

習
得
だ
け
で
な
く
礼
法
と
合
わ
せ
て
稽
古

さ
れ
て
い
た
と
述
べ
、
現
代
武
道
で
よ
く

さ
れ
て
い
た
と
述
べ
、
現
代
武
道
で
よ
く

用
い
ら
れ
る
「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ

用
い
ら
れ
る
「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ

る
」
と
い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
と
説

る
」
と
い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
と
説

明
し
た
。

明
し
た
。

　

続
い
て
、
戦
乱
が
続
く
室
町
時
代
ご
ろ

　

続
い
て
、
戦
乱
が
続
く
室
町
時
代
ご
ろ

に
「
平
法
」
と
い
う
考
え
方
が
登
場
し
、

に
「
平
法
」
と
い
う
考
え
方
が
登
場
し
、

武
術
が
攻
撃
の
手
段
で
は
な
く
あ
く
ま
で

武
術
が
攻
撃
の
手
段
で
は
な
く
あ
く
ま
で

世
の
中
を
平
和
に
す
る
と
い
う
考
え
方
が

世
の
中
を
平
和
に
す
る
と
い
う
考
え
方
が

広
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
な

広
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
な

ぜ
江
戸
時
代
は
約

ぜ
江
戸
時
代
は
約
260260
年
間
も
平
和
な
時
代

年
間
も
平
和
な
時
代

が
続
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
徳

が
続
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
徳

川
家
が
柳
生
新
陰
流
の
「
活
人
剣
」
と
い

川
家
が
柳
生
新
陰
流
の
「
活
人
剣
」
と
い

う
考
え
方
を
採
用
し
、
幕
府
内
で
推
進
し

う
考
え
方
を
採
用
し
、
幕
府
内
で
推
進
し

て
い
っ
た
た
め
と
説
明
し
、
い
ず
れ
の
考

て
い
っ
た
た
め
と
説
明
し
、
い
ず
れ
の
考

え
方
も
現
代
武
道
に
生
き
る
考
え
方
で
あ

え
方
も
現
代
武
道
に
生
き
る
考
え
方
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
。

る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
武
道
と
禅
の
思
想
の
つ
な

　

そ
の
ほ
か
、
武
道
と
禅
の
思
想
の
つ
な

が
り
、
明
治
期
の
文
明
開
化
の
中
で
の
武

が
り
、
明
治
期
の
文
明
開
化
の
中
で
の
武

道
の
発
展
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上

道
の
発
展
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上

げ
、
参
加
者
は
武
道
の
歴
史
に
興
味
深
く

げ
、
参
加
者
は
武
道
の
歴
史
に
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
た
。

聞
き
入
っ
て
い
た
。
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「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
日
本
の
武
道
を
体
験

「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
日
本
の
武
道
を
体
験

し
、
深
く
武
道
を
理
解
す
る
た
め
の
貴
重

し
、
深
く
武
道
を
理
解
す
る
た
め
の
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
国

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
国

の
人
た
ち
と
同
じ
経
験
を
共
有
し
、
学
び

の
人
た
ち
と
同
じ
経
験
を
共
有
し
、
学
び

合
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
気
づ
か
せ

合
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
気
づ
か
せ

る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も

る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も

ぜ
ひ
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

ぜ
ひ
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

「
私
の
出
身
で
あ
る
イ
ン
ド
に
も
、
か
つ

「
私
の
出
身
で
あ
る
イ
ン
ド
に
も
、
か
つ

て
伝
統
武
術
が
あ
り
ま
し
た
が
、
植
民
地

て
伝
統
武
術
が
あ
り
ま
し
た
が
、
植
民
地

時
代
に
稽
古
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

時
代
に
稽
古
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
そ
の
技
術
や

あ
り
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
そ
の
技
術
や

哲
学
が
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
し

哲
学
が
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
約

た
。
し
か
し
、
約
1010
年
前
に
イ
ン
ド
に
日

年
前
に
イ
ン
ド
に
日

本
武
道
代
表
団
が
訪
れ
、
イ
ン
ド
で
日
本

本
武
道
代
表
団
が
訪
れ
、
イ
ン
ド
で
日
本

の
武
道
が
流
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

の
武
道
が
流
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
武
道
は
相
手
や
正
面
に
礼
を
す
る
と

た
。
武
道
は
相
手
や
正
面
に
礼
を
す
る
と

い
っ
た
深
い
哲
学
が
技
術
の
裏
付
け
と
な

い
っ
た
深
い
哲
学
が
技
術
の
裏
付
け
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
重
要
な
哲
学
や
精
神
は

っ
て
お
り
、
そ
の
重
要
な
哲
学
や
精
神
は

稽
古
以
外
に
も

稽
古
以
外
に
も
活活いい

か
せ
る
と
思
い
ま
し

か
せ
る
と
思
い
ま
し

た
」
た
」

「
武
道
は
互
い
に
つ
な
が
り
が
あ
り
、
武

「
武
道
は
互
い
に
つ
な
が
り
が
あ
り
、
武

道
に
お
け
る
足
さ
ば
き
や
体
の
柔
軟
性
、

道
に
お
け
る
足
さ
ば
き
や
体
の
柔
軟
性
、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
は
、
種
目
が
異
な
っ

バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
は
、
種
目
が
異
な
っ

て
い
て
も
一
定
の
共
通
し
た
部
分
が
あ
る

て
い
て
も
一
定
の
共
通
し
た
部
分
が
あ
る

こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。
武
道
は
、
体

こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。
武
道
は
、
体

力
的
に
も
精
神
的
に
も
自
分
を
良
く
す
る

力
的
に
も
精
神
的
に
も
自
分
を
良
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

終
え
て
も
武
道
の
勉
強
を
続
け
た
い
と
思

終
え
て
も
武
道
の
勉
強
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
し
た
」

い
ま
し
た
」

■
参
加
者
意
見
発
表

■
参
加
者
意
見
発
表プラシャント・シンさんプラシャント・シンさん

出身：インド出身：インド
横浜国立大学横浜国立大学

アドリアン・カラタユさんアドリアン・カラタユさん
出身：フランス出身：フランス
在日フランス大使館在日フランス大使館

ケリガン・キルパトリックさんケリガン・キルパトリックさん
出身：アメリカ出身：アメリカ
東京大学東京大学

閉講式では参加者を代表して閉講式では参加者を代表して
マルコ・タルタグリアさん（イタリア）が参加証を受け取ったマルコ・タルタグリアさん（イタリア）が参加証を受け取った 参加者同士が親睦を深める様子が見られた参加者同士が親睦を深める様子が見られた
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ニュース　全日本短剣道大会

　

第
24
回
全
日
本
短
剣
道
大
会
が
２
月
16

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
団
体
戦
（
成
年
の
部
・
女
子
の

部
・
高
校
生
の
部
）
と
個
人
戦
（
成
年
の

部
〈
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
〉・
女
子
の
部
・
高
校

生
の
部
）
が
行
わ
れ
た
。
団
体
戦
・
成
年

の
部
で
は
、普
通
科
教
導
連
隊
Ａ（
静
岡
）

が
連
覇
を
果
た
し
た
。

▼
成
年
の
部
（
101
団
体
）

　

決
勝
は
、
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ
と
第
15

即
応
機
動
連
隊
Ａ
（
香
川
）。

　

先
鋒
戦
は
、
昨
年
の
全
日
本
銃
剣
道
選

手
権
覇
者
の
普
教
連
Ａ
・
西
村
健
が
胴
を

２
本
決
め
て
勝
利
。
中
堅
戦
も
普
教
連

Ａ
・
吉
村
佳
祐
が
胴
を
２
本
決
め
て
勝
ち

を
収
め
た
。
大
将
の
普
教
連
Ａ
・
佐
藤
岳

は
先
手
を
と
ら
れ
た
も
の
の
、
形
勢
を
逆

転
し
２
本
勝
ち
を
収
め
、
３
―
０
で
普
教

連
Ａ
が
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

◉
優
勝
＝�

普
通
科
教
導
連
隊
Ａ
・

　
　
　
　

坂
元
誠
監
督

「
昨
年
団
体
戦
で
優
勝
し
、
追
わ
れ
る
立

場
で
今
大
会
を
迎
え
た
の
で
、
昨
年
と
は

違
っ
た
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
で
き
る
試
合
を
や
っ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。
連
覇
で
き
た
こ
と
は
こ
れ
以
上

な
い
喜
び
で
す
。
連
隊
長
が
変
わ
っ
て
か

ら
初
の
短
剣
道
大
会
で
し
た
の
で
、
連
隊

長
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
前
で
連
覇
を
届

け
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

▼
女
子
の
部
（
16
団
体
）

　

決
勝
は
、
昨
年
準
優
勝
の
郡
山
Ａ
（
福

島
）と
昨
年
３
位
の
栃
木
県
女
子
選
抜（
栃

木
）
の
顔
合
わ
せ
。

　

先
鋒
戦
は
郡
山
Ａ
・
山
口
あ
や
子
が
２

本
勝
ち
を
収
め
る
。
続
く
中
堅
戦
は
栃
木

県
女
子
選
抜
・
出
口
寿
代
が
胴
を
２
本
決

め
１
―
１
に
な
り
、
勝
敗
は
大
将
戦
に
委

ね
ら
れ
た
。
大
将
戦
は
郡
山
Ａ
・
軽
部
久

美
子
が
胴
を
１
本
決
め
て
勝
利
。
郡
山
Ａ

が
昨
年
準
優
勝
の
雪
辱
を
果
た
し
、
優
勝

に
輝
い
た
。

◉
優
勝
＝
郡
山
Ａ
・
肥
塚
克
典
監
督

「
昨
年
決
勝
で
敗
れ
て
そ
の
時
か
ら
今
年

の
大
会
を
見
据
え
て
い
た
の
で
、
嬉う
れ

し
く

思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
『
チ
ー
ム
で
勝
ち

に
い
け
』
と
伝
え
て
い
た
の
で
、
実
現
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

▼
高
校
生
の
部
（
13
団
体
）

　

決
勝
は
、
昨
年
３
位
の
佐
賀
農
業
高
校

Ａ（
佐
賀
）と
宮
城
県
農
業
高
校（
宮
城
）。

試
合
は
盤
石
の
強
さ
を
み
せ
た
佐
賀
農
業

高
校
Ａ
が
３
―
０
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

　 普通科教導連隊Ａ（静岡）が連覇達成
第 24回全日本短剣道大会
団体
成年

団体成年の部決勝・先鋒戦＝普教連Ａ・西村（左）が２本目の胴を決めて勝利を収めた

■
団
体
戦
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大会結果大会結果
▼
成
年
Ａ
の
部
（
35
歳
以
下
／
211
名
）

　

決
勝
は
吉
村
佳
祐
（
普
通
科
教
導
連

隊
）と
二
宮
圭
介（
第
15
即
応
機
動
連
隊
）

の
一
戦
。
試
合
は
吉
村
が
胴
を
２
本
決
め

て
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◉
優
勝
＝
吉
村
佳
祐（
普
通
科
教
導
連
隊
）

「
一
試
合
一
試
合
を
全
力
で
や
っ
た
結
果

が
優
勝
に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
相
手

も
当
然
強
い
の
で
『
や
る
し
か
な
い
』
と

い
う
気
持
ち
で
試
合
に
臨
ん
だ
の
が
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」

■
団
体
戦

▼
成
年
の
部
＝
①
普
通
科
教
導
連
隊
Ａ

（
静
岡
）
②
第
15
即
応
機
動
連
隊
Ａ

（
香
川
）
③
普
通
科
教
導
連
隊
Ｂ
（
静

岡
）、
愛
知
県
選
抜
（
愛
知
）

▼
女
子
の
部
＝
①
郡
山
Ａ
（
福
島
）
②

栃
木
県
女
子
選
抜
（
栃
木
）
③
第
50
普

通
科
連
隊
（
高
知
）、山
梨
博
真
館
（
山

梨
）

▼
高
校
生
の
部
＝
①
佐
賀
農
業
高
校
Ａ

（
佐
賀
）②
宮
城
県
農
業
高
校（
宮
城
）

③
佐
賀
農
業
高
校
Ｂ
、
佐
賀
農
業
高

校
Ｃ

■
個
人
戦

▼
成
年
Ａ
の
部
＝
①
吉
村
佳
祐
（
普
通

科
教
導
連
隊
）
②
二
宮
圭
介
（
第
15

即
応
機
動
連
隊
）
③
野
田
峻
祐
（
本

間
道
場
）、
壱
岐
大
河
（
第
１
普
通

科
連
隊
）

▼
成
年
Ｂ
の
部
＝
①
宍
浦
功
二
（
千
葉

県
選
抜
）
②
鈴
木
崇
之
（
本
間
道
場
）

③
菊
池
純
（
第
39
普
通
科
連
隊
）、

山
口
徹
（
第
30
普
通
科
連
隊
）

▼
成
年
Ｃ
の
部
＝
①
長
谷
川
英
昭
（
茨

城
県
選
抜
）
②
鈴
木
利
広
（
栃
木
県

選
抜
）
③
安
西
直
毅
（
本
間
道
場
）、

武
井
英
彦
（
山
梨
県
選
抜
）

▼
女
子
の
部
＝
①
山
口
あ
や
子（
郡
山
）

②
軽
部
久
美
子
（
郡
山
）
③
西
尾
彩

子
（
第
50
普
通
科
連
隊
）、
長
久
保

眞
央
（
山
梨
博
真
館
）

▼
高
校
生
の
部
＝
①
渕
上
誠
太
（
佐
賀

農
業
高
）
②
峰
下
恭
芽
（
佐
賀
農
業

高
）
③
正
寶
洋
輝
（
佐
賀
農
業
高
）、

市
丸
真
二
（
佐
賀
農
業
高
）

▼
女
子
の
部
（
50
名
）

　

決
勝
は
３
連
覇
が
か
か
る
山
口
あ
や
子

（
郡
山
）
と
軽
部
久
美
子
（
郡
山
）
の
同

門
対
決
。
試
合
は
山
口
が
胴
を
２
本
連
取

し
、
７
度
目
の
優
勝
・
３
連
覇
を
果
た
し

た
。

◉
優
勝
＝
山
口
あ
や
子
（
郡
山
）

「
今
年
は
３
連
覇
が
か
か
っ
て
い
た
の
で

勝
ち
た
か
っ
た
の
と
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
も
増
え
た
の
で
、
優
勝
し
て
い
る
姿
を

み
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
挑
み
ま
し
た
」

▼
成
年
Ｂ
の
部（
36
歳
以
上
50
歳
以
下
／
72
名
）

　

決
勝
は
、
宍
浦
功
二
（
千
葉
県
選
抜
）

と
鈴
木
崇
之
（
本
間
道
場
）
が
対
戦
。
宍

浦
が
胴
を
２
本
決
め
、
優
勝
し
た
。

▼
成
年
Ｃ
の
部
（
51
歳
以
上
／
28
名
）

　

決
勝
は
、長
谷
川
英
昭（
茨
城
県
選
抜
）

と
鈴
木
利
広
（
栃
木
県
選
抜
）
が
対
戦
。

試
合
は
長
谷
川
が
２
―
０
で
勝
利
し
た
。

▼
高
校
生
の
部
（
39
名
）

　

決
勝
は
渕
上
誠
太
（
佐
賀
農
業
高
）
と

峰
下
恭
芽
（
佐
賀
農
業
高
）。
渕
上
が
同

校
対
決
を
制
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

個人成年Ａの部決勝＝吉村（左）が胴を決める
団体女子の部決勝・大将戦＝

郡山Ａ・軽部（左）が胴を決めて勝利

■
個
人
戦

心技体 人を育てる総合誌
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